




お使いになる前に

この度は、当社の製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。

この取扱説明書は本製品の取扱い方法や構造・保守などについて解説しており、安全にお使いいただ

くために必要な情報を記載しています。

本製品をお使いになる前に必ずお読みいただき、十分理解した上で安全にお使いいただきますよう、

お願いいたします。

取扱説明書は、当社のホームページから無償でダウンロードできます。

初めての方はユーザー登録が必要となります。

URL： www.iai-robot.co.jp/data_dl/CAD_MANUAL/

製品のご使用につきましては、該当する取扱説明書の必要部分をプリントアウトするか、

またはパソコン、タブレットなどに表示してすぐに確認できるようにしてください。

取扱説明書をお読みになった後も、本製品を取扱われる方が必要な時にすぐ読むことが

できるように保管してください。

【重要】

• この取扱説明書は、本製品専用に書かれたオリジナルの説明書です。

• この取扱説明書に記載されている以外の運用はできません。記載されている以外の運用をした

結果につきましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

• この取扱説明書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させていただく

場合があります。

• この取扱説明書の内容について、ご不審やお気付きの点などがありましたら、｢アイエイアイお

客様センターエイト ｣もしくは最寄りの当社営業所までお問合わせください。

• この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製することはできません。

• 本文中における会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。
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労働省告示第 51 号および労働省労働基準局長通達 (基発第 340 号 )により、以下の内容に該当する

ものは、産業用ロボットから除外されます。

(1) 単軸アクチュエーターでモーターワット数が 80W 以下の製品

 モーターを 2 つ以上有する多軸組合わせロボット、スカラロボットなどの多関節ロボットは、

それぞれのモーターワット数の中で最大のものが 80W 以下の製品

(2) 多軸組合わせロボットで X・Y・Z 軸がいずれの方向にも 300mm の場合 (回転部が存在す

る場合は、その先端を含めた最大可動範囲がいずれの方向にも 300mm 以内の場合 )

(3) 固定シーケンス制御装置の情報に基づき移動する搬送用機器で、左右移動および上下移動だ

けを行い、上下の可動範囲が 100mm 以下の場合

(4) 多関節ロボットで可動半径および Z 軸が 300mm 以内の製品

(5) マニピュレーターの先端部が、直線運動の単調な繰返しのみを行う機械 (ただし、上の (3)
に該当するものは除く )

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。

ただし、単軸アクチュエーターを使用した装置が、“(5) マニピュレーターの先端部が、直線運動の

単調な繰返しのみを行う機械”に該当する場合は産業用ロボットから除外されます。

【単軸アクチュエーター】

次の機種でストローク 300mm を超え、かつモーター容量 80W を超えるもの

EC-S10(X)/S13(X)/S15(X)、RCS2(CR)-SS8 □、RCS3(P)(CR)、RCS4(CR)、IS(P)A、
IS(P)DA(CR)、IS(P)WA、IS(P)B、IS(P)DB(CR)、SSPA、SSPDACR、NS、NSA、FS、IF、
IFA、リニアサーボアクチュエーター

(注 ) RCP5-RA10 □に使用しているパルスモーターは、最大出力 80W を超えます。

 そのため、組合わせロボットに使用した場合、産業用ロボットに該当する可能性があります。

【直交ロボット】

上記単軸アクチュエーターのうち、いずれかを 1 軸でも使用するもの、および CT4

【スカラロボット (IX/IXA)】
アーム長 300mm を超える全機種

(IXA-3NNN1805/4NNN1805、IXA-3NNN3015/4NNN3015、IXA-3NS □ 3015/4NS □ 3015、
IX-NN □ 1205/1505/1805/2515H、IX-TNN3015H、IX-UNN3015H を除く全機種 )

当社の産業用ロボット該当機種
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ロボットの使用にあたり、各作業内容における共通注意事項を示します。

当社製品の安全に関する注意事項

No. 作業内容 注意事項

1 機種選定 ●製品は、高度な安全性を必要とする用途には企画、設計されていませんので、

　人命を保証できません。

　したがって、次のような用途には使用しないでください。

　①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器

　②人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置

　　(車両・鉄道施設・航空施設など )

　③機械装置の重要保安部品 (安全装置など )

●製品は仕様範囲外で使用しないでください。

　著しい寿命低下を招き、製品故障や設備停止の原因となります。

●次のような環境では使用しないでください。

　①可燃性ガス、発火物、引火物、爆発物などが存在する場所

　②放射能に被曝する恐れがある場所

　③周囲温度や相対湿度が仕様の範囲を超える場所

　④直射日光や大きな熱源からの輻射熱が加わる場所

　⑤温度変化が急激で結露するような場所

　⑥腐食性ガス (硫酸、塩酸など )がある場所

　⑦塵埃、塩分、鉄粉が多い場所

　⑧本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

●垂直に使用するアクチュエーターは、ブレーキ付きの機種を選定してくだ

　さい。ブレーキがない機種を選定すると、電源を OFF したとき可動部が落

　下し、けがやワークの破損などの事故を起こすことがあります。

2 運搬 ●重量物を運ぶ場合には 2 人以上で運ぶ、またはクレーンなどを使用してく

　ださい。

● 2 人以上で作業を行う場合は、“主”と“従”の関係を明確にし、声を掛け

　合い、安全を確認しながら作業を行ってください。

●運搬時は、持つ位置、重量、重量バランスを考慮し、ぶつけたり落下した

　りしないように充分な配慮をしてください。

●運搬は適切な運搬手段を用いて行ってください。

　クレーンの使用可能なアクチュエーターには、アイボルトが取付けられて

　いるか、または取付け用ねじ穴が用意されていますので、個々の取扱説明

　書に従って行ってください。

●梱包の上には乗らないでください。

●梱包が変形するような重い物は載せないでください。

●能力が 1t 以上のクレーンを使用する場合は、クレーン操作、玉掛けの有資

　格者が作業を行ってください。

●クレーンなどを使用する場合は、クレーンなどの定格荷重を超える荷物は

　絶対に吊らないでください。

●荷物にふさわしい吊具を使用してください。吊具の切断荷重などに安全を

　見込んでください。また、吊具に損傷がないか確認してください。

●吊った荷物に人は乗らないでください。

●荷物を吊ったまま放置しないでください。

●吊った荷物の下に入らないでください。
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No. 作業内容 注意事項

3 保管・保存 ●保管・保存環境は設置環境に準じますが、とくに結露の発生がないように

　配慮してください。

●地震などの天災により、製品の転倒、落下がおきないように考慮して保管

　してください。

4 据付け・

立上げ

(1) ロボット本体・コントローラーなどの設置

●製品 ( ワークを含む ) は、必ず確実な保持、固定を行ってください。製品

　の転倒、落下、異常動作などによって破損およびけがをする恐れがあります。

　また、地震などの天災による転倒や落下にも備えてください。

●製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。

　転倒事故、物の落下によるけがや製品破損、製品の機能喪失・性能低下・

　寿命低下などの原因となります。

●次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分行ってください。

　①電気的なノイズが発生する場所

　②強い電界や磁界が生じる場所

　③電源線や動力線が近傍を通る場所

　④水、油、薬品の飛沫がかかる場所

(2)ケーブル配線
●アクチュエーター～コントローラー間のケーブルやティーチングツールなど
　のケーブルは当社の純正部品を使用してください。
●ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引張ったり、巻きつけたり、挟
　み込んだり、重い物を載せたりしないでください。
　漏電や導通不良による火災、感電、異常動作の原因になります。
●製品の配線は、電源を OFF して誤配線がないように行ってください。
●直流電源(+24V)を配線する時は、+/ －の極性に注意してください。
　接続を誤ると火災、製品故障、異常動作の恐れがあります。
●ケーブルコネクターの接続は、抜け・ゆるみのないように確実に行ってくだ
　さい。火災、感電、製品の異常動作の原因になります。
●製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接続
　は行わないでください。火災、製品の異常動作の原因になります。

(3)接地
●接地は、感電防止、静電気帯電の防止、耐ノイズ性能の向上および不要な電
　磁放射の抑制には必ず行わなければなりません。
● コントローラーの AC 電源ケーブルのアース端子および制御盤のアースプ
レートは、必ず接地工事をしてください。保安接地は、負荷に応じた線径が
必要です。規格(電気設備技術基準)に基づいた配線を行ってください。

　詳細は、各コントローラーまたはコントローラー内蔵アクチュエーターの取
　扱説明書の記載に従ってください。
●接地は D 種(旧第三種、接地抵抗 100 Ω以下)接地工事を施工してください。
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No. 作業内容 注意事項

4 据付け・

立上げ

(4)安全対策
● 2 人以上で作業を行う場合は、“主”と“従”の関係を明確にし、声を掛け合い、
　安全を確認しながら作業を行ってください。
●製品の動作中または動作できる状態のときは、ロボットの可動範囲に立入る
　ことができないような安全対策(安全防護柵など)を施してください。
　動作中のロボットに接触すると死亡または重傷を負うことがあります。
●運転中の非常事態に対し、直ちに停止することができるように非常停止回路
　を必ず設けてください。
●電源投入だけで起動しないよう安全対策を施してください。製品が急に起動
　し、けがや製品破損の原因になる恐れがあります。
●非常停止解除や停電後の復旧だけで起動しないよう、安全対策を施してくだ
　さい。人身事故、装置破損などの原因となります。
●据付け・調整などの作業を行う場合は、“作業中、電源投入禁止”などの表示
　をしてください。不意の電源投入により感電やけがの恐れがあります。
● 停電時や非常停止時にワークなどが落下しないような対策を施してくださ
い。

●必要に応じて保護手袋、保護めがね、安全靴を着用して安全を確保してくだ
　さい。
●製品の開口部に指や物を入れないでください。けが、感電、製品破損、火災
　などの原因になります。
●垂直に設置しているアクチュエーターのブレーキを解除するときは、自重で
　落下して手を挟んだり、ワークなどを損傷したりしないようにしてください。

5 教示 ● 2 人以上で作業を行う場合は、“主”と“従”の関係を明確にし、声を掛け合い、
　安全を確認しながら作業を行ってください。
●教示作業はできるかぎり安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全
　防護柵内で作業するときは、“作業規定”を作成して作業者への徹底を図って
　ください。
● 安全防護柵内で作業するときは、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、
異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

●安全防護柵内で作業するときは、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時
　にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意にス
　イッチ類を操作することのないよう監視してください。
●見やすい位置に“作業中”である旨の表示をしてください。
●垂直に設置しているアクチュエーターのブレーキを解除するときは、自重で
　落下して手を挟んだり、ワークなどを損傷したりしないようにしてください。
※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。

6 確認運転 ● 2人以上で作業を行う場合は、“主”と“従”の関係を明確にし、声を掛け合い、

　安全を確認しながら作業を行ってください。

●教示およびプログラミング後は、1 ステップずつ確認運転をしてから自動

　運転に移ってください。

●安全防護柵内で確認運転をするときは、教示作業と同様にあらかじめ決め

　られた作業手順で作業を行ってください。

●プログラム動作確認は、必ずセーフティー速度で行ってください。

　プログラムミスなどによる予期せぬ動作で事故をまねく恐れがあります。

●通電中に端子台や各種設定スイッチに触れないでください。

　感電や異常動作の恐れがあります。
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No. 作業内容 注意事項

7 自動運転 ●自動運転を開始する前、あるいは停止後の再起動の際には、安全防護柵内

　に人がいないことを確認してください。

●自動運転を開始する前には、関連周辺機器がすべて自動運転に入ることの

　できる状態にあり、異常表示がないことを確認してください。

●自動運転の開始操作は、必ず安全防護柵外から行うようにしてください。

●製品に異常な発熱、発煙、異臭、異音が生じた場合は、直ちに停止して電

　源スイッチを OFF してください。火災や製品破損の恐れがあります。

●停電したときは電源スイッチを OFF してください。停電復旧時に製品が

　突然動作し、けがや製品破損の原因になることがあります。

8 保守・点検 ● 2人以上で作業を行う場合は、“主”と“従”の関係を明確にし、声を掛け合い、

　安全を確認しながら作業を行ってください。

●作業はできるかぎり安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全防

　護柵内で作業するときは、“作業規定”を作成して作業者への徹底を図っ

　てください。

●安全防護柵内で作業を行う場合は、原則として電源スイッチを OFF して

　ください。

●安全防護柵内で作業するときは、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

　異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

●安全防護柵内で作業するときは、作業者以外に監視人をおいて、異常発生

　時にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意

　にスイッチ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に“作業中”である旨の表示をしてください。

●ガイド用およびボールねじ用グリースは、各機種の取扱説明書により適切

　なグリースを使用してください。

●絶縁耐圧試験は行わないでください。製品の破損の原因になることがあり

　ます。

●垂直に設置しているアクチュエーターのブレーキを解除するときは、自重

　で落下して手を挟んだり、ワークなどを損傷したりしないようにしてくだ

　さい。

●サーボ OFF すると、スライダーやロッドが停止位置からずれることがあ

　ります。不要動作による、けがや損傷をしないようにしてください。

●取外したカバーやねじなどは紛失しないよう注意し、保守・点検完了後は

　必ず元の状態に戻して使用してください。

　不完全な取付けは製品破損やけがの原因となります。

※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。

9 改造・分解 ●お客様の独自の判断に基づく改造、分解組立て、指定外の保守部品の使用

　は行わないでください。

10 廃棄 ●製品が使用不能、または不要になって廃棄する場合は、産業廃棄物として

　適切な廃棄処理をしてください。

●廃棄のためアクチュエーターを取外す場合は、落下などに考慮し、ねじの

　取外しを行ってください。

●製品の廃棄時は、火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガ

　スが発生したりする恐れがあります。

11 その他 ●ペースメーカーなどの医療機器を装着された方は、影響を受ける場合があ

　りますので、本製品および配線には近づかないようにしてください。

●海外規格への対応は、海外規格対応マニュアルを確認してください。

●アクチュエーターおよびコントローラーの取扱いは、それぞれの専用取扱

　説明書に従い、安全に取扱ってください。

MJ3688-8L



8

 

 

 

  

MJ3688-8L



9MJ3688-8L



10 MJ3688-8L



11

7.2

7.2.1
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 注意 : 速度は、定格以上の設定は行わないでください。振動発生、故障、寿命の低下の原因とな

ります。

 組合せ軸の同期運転を行う場合の速度および加減速度の設定は、組合せ軸の中の最大速

度、および加減速度が最小のものに合わせてください。
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(7) ボールネジ電解防錆黒色被膜処理と取付ボルトステンレス仕様

ISWA、ISPWAは、標準で、ボールネジ電解防錆黒色被膜処理と取付ボルトステンレス仕様に対応しています。

ボールネジ電解防錆黒色被膜処理(オプション型式 M1)と取付ボルトステンレス仕様 (オプション型式 M1)

のオプション指定は不要です。

Y

X

Ma Mc
1 2
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3. 
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・ ネジのハメ合い長さは、呼び径の約 1.8 倍としてください。

・ ベース着座面がアルミとなる場合は高強度ボルト用専用座金を併用ください。（着座面が座屈するおそれ

があります）。
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・ネジのハメ合い長さは、呼び径の約 1.8 倍としてください。
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その後希望する原点まで移動し、その差を確認してXSEL、SSELの場合は原点プリセット値、SOON、MSCON

の場合は原点復帰オフセット量のパラメータを修正します。
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(型式 : NM)

(型式 : RT)
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次に示された期間で保守点検を行ってください。

稼働状況は 1 日 8 時間の場合です。

昼夜連続運転等、稼働率の高い場合は状況に応じ点検期間を短縮してください。

時期 外部目視検査 内部検査 グリース給油 (注 1)

始業点検 ○

稼働後 1 ヶ月 ○

稼働後 3 ヶ月 ○

稼働後 3 ヶ月以降
グリース給油時期
(目安 )による。

稼働後半年 ○ ○ (注 2)

以後半年毎 ○ ○ (注 2)

注 1 30mm 以下の距離で連続往復動作を行う場合は、グリースの油膜が切れる可能性があります。目安として
5,000 ～ 10,000 往復毎に 50mm 以上の距離で、5 往復程度の往復動作を行ってください。油膜が回復します。

注 2 グリースの状態を確認し、著しく汚れている場合は拭き取ってから、グリースを給油してください。

【グリース給油時期 (目安 )】

　表の走行距離か月数のいずれか先に達した方でグリース給油を行ってください。

使用最高速度〔mm/s〕
グリース給油時期（目安）

走行距離 月数

0 ～ 750 以下 625km
6 ヶ月750 ～ 1500 以下 1,250km

1500 ～ 2000 以下 2,500km

ボール保持機構付ガイド(オプション型式 RT)のアクチュエータの場合は、以下の表のグリース給油時

期(目安 )でグリース給油を行ってください。

使用最高速度〔mm/s〕
グリース給油時期（目安）

走行距離 月数

0 ～ 750 以下 625km
6 ヶ月750 ～ 1500 以下 1,250km

1500 ～ 2000 以下 2,500km

 注意： ・ 6 か月以上保管したアクチュエータはグリースが劣化している場合があります。

ご使用前に、グリースを給油してください。[10.6 グリース給油参照 ]

 ・ グリースの劣化の速さは、使用環境 (温度、湿度、周囲の雰囲気 )によって異なります。

高温、多湿、粉じんが飛び舞うなどの悪環境で使用する場合は、グリース給油期間を

短縮することを推奨します。

また、悪環境での使用で、グリースが著しく変色する場合は、環境を改善することを

推奨します。
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10. 

保
守
点
検

 注意: ・ グリースを多量に充填すると撹拌抵抗が増し、ボールネジが発熱しやすくなったり、あ

るいはボールネジに付いた余分なグリースが回転で飛散し周囲を汚す恐れがありますの

で余分なグリースは必ず拭き取ってください。

 ・ 低リードのアクチュエータは、手動でスライダを動かすのは困難です。無理に力で動か

さず、コントローラを接続し、JOG 動作で動かしてください。

 ・ 万が一グリースが目に入った場合、直ちに専門医の適切な処置を受けてください。

グリースの給油後、手を水と石鹸で充分に洗い流してください。

MJ3688-8L
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10. 

保
守
点
検
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10. 

保
守
点
検

IP65 の性能確保のため、お客様がモータ交換を行うことができません。

アイエイアイホームページから修理をお申込みください。
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11. 

付
録

100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600
L 438 488 538 588 638 688 738 788 838 888 938
B 414 464 514 564 614 664 714 764 814 864 914
C 45 95 145 195 45 95 145 195 45 95 145
D 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2 2
E 10 10 10 10 12 12 12 12 14 14 14

kg 6.9 7.4 7.8 8.3 8.7 9.2 9.6 10.1 10.5 11 11.4
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11. 

付
録

100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600
L 508 558 608 658 708 758 808 858 908 958 1008
B 478 528 578 628 678 728 778 828 878 928 978
C 22 72 122 172 22 72 122 172 22 72 122
D 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2 2
E 10 10 10 10 12 12 12 12 14 14 14

kg 11.7 12.6 13.4 14.3 15.1 16.0 16.8 17.7 18.5 19.4 20.2

650 700 750 800 850 900 950 1000
L 1058 1108 1158 1208 1258 1308 1358 1408
B 1028 1078 1128 1178 1228 1278 1328 1378
C 172 22 72 122 172 22 72 122
D 2 3 3 3 3 4 4 4
E 14 16 16 16 16 18 18 18

kg 21.1 21.9 22.8 23.6 24.5 25.3 26.2 27
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11. 

付
録

100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600
L 508 558 608 658 708 758 808 858 908 958 1008
B 478 528 578 628 678 728 778 828 878 928 978
C 22 72 122 172 22 72 122 172 22 72 122
D 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2 2
E 10 10 10 10 12 12 12 12 14 14 14

kg 11.9 12.8 13.6 14.5 15.3 16.2 17 17.9 18.7 19.6 20.4

650 700 750 800 850 900 950 1000
L 1058 1108 1158 1208 1258 1308 1358 1408
B 1028 1078 1128 1178 1228 1278 1328 1378
C 172 22 72 122 172 22 72 122
D 2 3 3 3 3 4 4 4
E 14 16 16 16 16 18 18 18

kg 21.3 22.1 23 23.8 24.7 25.5 26.4 27.2
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11. 

付
録

100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700
L 576 626 676 726 776 826 876 926 976 1026 1076 1126 1176
B 546 596 646 696 746 796 846 896 946 996 1046 1096 1146
C 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5
D 0 0 0 1 1 1 1 2 2 2 2 3 3
E 12 12 12 14 14 14 14 16 16 16 16 18 18

kg 19.9 20.9 21.8 22.8 23.7 24.7 25.6 26.6 27.5 28.5 29.4 30.4 31.3

750 800 850 900 950 1000 1050 1100 1150 1200
L 1226 1276 1326 1376 1426 1476 1526 1576 1626 1676
B 1196 1246 1296 1346 1396 1446 1496 1546 1596 1646
C 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5
D 3 3 4 4 4 4 5 5 5 5
E 18 18 20 20 20 20 22 22 22 22

kg 32.3 33.2 34.2 35.1 36.1 37 38 38.9 39.9 40.8
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11. 

付
録

100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700
L 576 626 676 726 776 826 876 926 976 1026 1076 1126 1176
B 546 596 646 696 746 796 846 896 946 996 1046 1096 1146
C 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5
D 0 0 0 1 1 1 1 2 2 2 2 3 3
E 12 12 12 14 14 14 14 16 16 16 16 18 18

kg 20.1 20.6 22 22.5 23.9 24.4 25.8 26.3 27.7 28.2 29.6 30.1 31.5

750 800 850 900 950 1000 1050 1100 1150 1200
L 1226 1276 1326 1376 1426 1476 1526 1576 1626 1676
B 1196 1246 1296 1346 1396 1446 1496 1546 1596 1646
C 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5 23.5 73.5 123.5 173.5
D 3 3 4 4 4 4 5 5 5 5
E 18 18 20 20 20 20 22 22 22 22

kg 32 33.4 33.9 35.3 35.8 37.2 37.7 39.1 39.6 41
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11. 

付
録
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12. 

保
証

12. 保証

12.1 保証期間

以下のいずれか、短い方の期間とします。

・ 当社出荷後 18 ヶ月

・ ご指定場所に納入後 12 ヶ月

・ 稼働 2500 時間

12.2 保証の範囲

当社製品は、次の条件をすべて満たす場合に保証するものとし、代替品との交換または修理を無償で実施

いたします。

(1) 当社または当社の指定代理店より納入した当社製品に関する故障または不具合であること。

(2) 保証期間中に発生した故障または不具合であること。

(3) 取扱説明書ならびにカタログに記載されている使用条件、使用環境に適合し、適正用途で使用した中

で発生した故障または不具合であること。

(4) 当社製品の仕様の不備、不具合、品質不良を原因とする故障または不具合であること。

ただし、故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証の範囲から除外いたします。

① 当社製品以外に起因する場合

② 当社以外による改造または修理に起因する場合（ただし、当社が許諾した場合を除く）

③ 当社出荷当時の科学・技術水準では予見が困難な原因による場合

④ 自然災害、人為災害、事件、事故など当社の責任ではない原因による場合

⑤ 塗装の自然退色など経時変化を原因とする場合

⑥ 磨耗や減耗などの使用損耗を原因とする場合

⑦ 機能上、整備上影響のない動作音、振動などの感覚的な現象にとどまる場合

なお、保証は当社の納入した製品の範囲とし、当社製品の故障により誘発される損害は保証の対象外とさ

せていただきます。 

12.3 保証の実施

保証に伴う修理のご依頼は、原則として引き取り修理対応とさせていただきます。
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12. 

保
証

12.4 責任の制限

(1) 当社製品に起因して生じた特別損害、間接損害または期待利益の喪失などの消極損害に関しましては、

当社はいかなる場合も責任を負いません。

(2) お客様の作成する当社製品を運転するためのプログラムまたは制御方法およびそれによる結果につい

て当社は責任を負いません。

12.5 規格法規等への適合性および用途の条件

(1) 当社製品を他の製品またはお客様が使用されるシステム、装置等と組み合わせて使用する場合、適合

すべき規格・法規または規制をお客様自身でご確認ください。また、当社製品との組合せの適合性は

お客様自身でご確認ください。これらを実施されない場合は、当社は、当社製品との適合性について

責任を負いません。

(2) 当社製品は一般工業用であり、以下のような高度な安全性を必要とする用途には企画・設計されてお

りません。したがって、原則として使用できません。必要な場合には当社にお問い合せください。

①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器

②人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置(車両・鉄道施設・航空施設など )

③機械装置の重要保安部品 (安全装置など )

④文化財や美術品など代替できない物の取扱装置

(3) カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件または環境でのご使用を希望される場合

には予め当社にお問い合わせください。

12.6 その他の保証外項目

納入品の価格には、プログラム作成および技術者派遣等により発生する費用を含んでおりません。次の場

合は、期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

① 取付け調整指導および試験運転立ち会い。

② 保守点検。

③ 操作、配線方法などの技術指導および技術教育。

④ プログラム作成など、プログラムに関する技術指導および技術教育。
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13. 

変
更
履
歴

第4版　4～ 6ページ　安全ガイドの内容を変更。2人以上での作業時の注意事

項を追加

　　　　23、25 ページ　アルミのネジのハメ合い長さは、呼び径の約 1.8 倍に

変更

　　　77～ 78ページ　“13.保証”の内容変更

第 5版　4～ 7ページ　安全ガイドの内容を追加変更

　　　　9ページ　取扱上の注意　アクチュエータは、本取扱説明書に従って確

実に取り付けてくださいを追加

　　　　42～ 44ページ　グリース補給に、グリースが目に入った場合、専門医

の処置を受けるなどの注意事項を追加

第 6版　51、54ページ　新モータユニットの写真を変更

第 7版 21 ページ ボールネジ電解防錆黒色被膜処理と取付ボルトステンレス

仕様が標準装備であることを記載

 39 ページ グリースの補給期間を変更

 43 ページ グリースの補給量、推奨グリースガンを追加

2012.03

2012.03

2013.12

2015.01
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13. 

変
更
履
歴

改訂日 改訂内容

2015.04

2015.10

2016.05

2016.11

2017.05

2017.08

2018.12

2019.02

2019.07

2019.08

2021.10

2021.12

第 8 版 15、16、17 ページ タッチパネルティーチング TB-01 を追加

 16、17、18、36、39、61、64、67 ページ 専用コントローラ追加

 21 ページ 動的許容モーメントの値を変更

 22、23 ページ 寿命に関する記述を変更

 38 ページ 型式を追加

第 8B 版 41 ページ ボール保持機構ガイドのアクチュエータのグリース補給時

期 (目安 )を追加

第 8C 版 45 ページ グリースガン、ノズル変更

第 8D 版 19 ページ 「加減速度」、「クリープ現象やカップリングのすべりの

発生」を削除

 20 ページ 組合せ軸の同期運転の注意事項を追加

第 8E 版 56 ページ 誤記訂正 56 ページ→ 62 ページ

第 8F 版 39 ページ CB-X-PA □□□ -WC の図変更

第 8G 版 3 ページ 当社の産業用ロボット該当機種の内容変更

 18 ページ 適応コントローラに XSEL-RA/SA 追加

 32 ページ 大気圧露点変更　-20℃以下→ -15℃～ -25℃

第 8H 版 30 ページ 誤記訂正 0.05mm → 0.05mm/m

第 8I 版 3 ページ NSA 追加

 32 ページ 誤記訂正

第 8J 版 72 ～ 76 ページ 外形図を変更

第 8K 版 39 ～ 40 ページ　ケーブル追加

 48 ページ　モータ交換追加

 48 ～ 71 ページ　モータ交換手順削除

第 8L 版 15 ページ 構成品の変更

 48 ページ モータ交換を修正
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